
第 16 号

Imazu-tanakaya  kawaraban

2024.07発行

瓦版

サ
イ
ク
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
と
は

自
転
車
で
走
る
﹁
水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
﹂

　
今
津
田
中
家
の
オ
ー
ナ
ー 

田
中
洋
子
は
、今
年 

9
月
に
開
催
さ
れ
る
米
子
日
吉
津
商
工
会
の「
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
」

の
推
進
委
員
と
な
り
、
初
心
者
向
け
の
新
コ
ー
ス
「
水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
（
約
38
㎞
）」
の
企
画
実
施
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　「
水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
」
は
、
日
野
川
（
ひ
の
が
わ
）
の
土
手
〜
大
山
（
だ
い
せ
ん
）
の
麓
（
植
田
正
治
写
真
美
術
館
）

〜
湧
水
地
（
本
宮
の
泉
）
〜
日
本
海
（
淀
江
漁
港
）
を
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
途
中
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
、
地

元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
大
山
流
域
の
水
の
循
環
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
1
9
9
2
年
か
ら
続
く
米
子
日
吉
津
商
工

会
主
催
の
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
旧
淀

江
町
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
り
、
当
時

普
及
し
始
め
た「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」を
通
じ
て
、

環
境
省
認
定
の
湧
水
地
や
日
本
最
古
級
の
壁

画
、
日
本
最
大
の
弥
生
時
代
集
落
遺
跡
な
ど

こ
の
地
の
知
ら
れ
ざ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
、
美
味

し
い
モ
ノ
や
楽
し
い
コ
ト
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
多
く
の
方
に
巡
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
手
づ
く
り
」
の
地
域
活
性
化

事
業
で
す
。
2
0
0
7
年
の
商
工
会
合
併（
淀

江
・
伯
仙
・
日
吉
津
）
後
も
継
続
し
て
開
催

さ
れ
、
昨
年
、
30
回
記
念
大
会
を
迎
え
ま

し
た
。
山
陰
に
お
け
る
「
自
転
車
の
聖
地
」

を
目
指
す
と
共
に
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
も

て
な
し
で
地
域
の
良
さ
を
お
届
け
し
続
け
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
年
は
9
月
8
日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
る
予
定
で
、
定
番
の
健
脚
コ
ー
ス
に

加
え
、
2
0
1
9
年
以
来
5
年
ぶ
り
に

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
水
の
道
周
遊
コ
ー

ス
）
が
、
初
心
者
向
け
の
コ
ー
ス
と
し

て
復
活
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
地
で
あ
る
海
浜
運
動
公

園
で
は
、
西
部
商
工
会
管
内
等
の
事
業
所

が
出
店
す
る
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
昨
年
は
5
0
0
0
人
以
上
の
方
が
来

場
さ
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
る
方
は

「
健
脚
コ
ー
ス
」
に
、
始
め
た
ば
か
り
の

方
は
「
水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
」
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
電
動
自
転
車
で
も
参
加
可
能

で
す
。

　
自
転
車
に
乗
ら
れ
な
い
方
も
「
マ
ル

シ
ェ
」
に
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日

申
込
期
間

開
催
場
所

定
　
員

参
加
資
格

9
月
8
日
（
日
）
開
催
　
※
雨
天
決
行

8
月
20
日
（
火
）
ま
で

鳥
取
県
米
子
市
淀
江
町
中
間
　
大
和
公
園
運
動
広
場

水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
：
2
0
0
人

健
脚
コ
ー
ス
（
約
70
㎞
）：
3
0
0
人

○
水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
↓
小
学
生
以
上
の

　
健
康
な
方
。（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
必
須
）

○
健
脚
コ
ー
ス
↓
中
学
生
以
上
の
健
康
な
方
。

海

川

※
先
着
順
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

植田正治写真美術館から望む大山

鳥取県西部を流れ、
日本海に注ぐ日野川

ユーラシア大陸に繋がる淀江港

1日3万トンの湧水量 本宮の泉

い

ま

づ

た

な

か

や

よ
ど
え
の
や
ど
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大
阪
在
住
の
頃
は
移
動
に
よ
く
マ
マ

チ
ャ
リ
を
使
っ
て
い
た
マ
マ
チ
ャ
リ
歴
50

年
の
洋
子
が
、
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ

の
電
動
自
転
車
（
e
バ
イ
ク
）
に
乗
っ
た

の
は
、
2
0
2
0
年
、
淀
江
に
U
タ
ー
ン

し
た
年
の
秋
。
鳥
取
県
西
部
の
商
工
会
が

結
束
し
て
鳥
取
県
西
部
地
域
の
魅
力
を
地

域
内
外
に
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
大

山
時
間
」
の
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
養
成
講
座

に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以

降
、
坂
道
も
楽
々
の
e
バ
イ
ク
を
活
用
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
12
月
末
に
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
を
購
入
し
た
の
で
す
が
、
ギ
ア
の
使

い
方
に
慣
れ
な
い
ま
ま
、
玄
関
で
埃
を

か
ぶ
り
、
e
バ
イ
ク
ば
か
り
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
4
月
20
日
、
星

明
彦
氏
（
2
0
2
2
年
6
月
に
出
会
っ

た
当
時
は
観
光
庁
観
光
資
源
課
長
〜
観

光
庁
本
庁 

観
光
政
策
調
整
官
）
が
こ
ち

ら
に
来
ら
れ
る
前
に
、
R
i
c
c
o  

C
y
c
l
e
の
金
澤
純
さ
ん
に
ギ
ア
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

デ
ビ
ュ
ー
に
備
え
ま
し
た
。

　
4
月
20
日
は
松
江
で
、
観
光
庁
の
「
地

方
に
お
け
る
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
地
づ
く
り
」
に
係
る
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
翌
日
、
星
さ
ん
が
こ
ち
ら

に
来
ら
れ
て
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
組
5
人
、

宿
の
e
バ
イ
ク
組
4
人
で
、
天
の
真
名
井

〜
本
宮
〜
森
の
国
ま
で
、
走
り
ま
し
た
。

途
中
の
坂
道
で
は
、
星
さ
ん
が
伴
走
し
て

背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
り
、
な
ん
と
か
森

の
国
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
で
少
し
自
信
が
付
き
、
今

ま
で
e
バ
イ
ク
で
走
っ
て
い
た
サ
イ
ク
ル

カ
ー
ニ
バ
ル
の
水
の
道
周
遊
コ
ー
ス
を

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
試
走
し
ま
し
た
。

　
6
月
2
日
に
は
商
工
会
の
浅
田
正
人
さ

ん
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
鳥
取
県
サ
イ
ク

リ
ン
グ
協
会
の
月
例
会
に
参
加
。
境
港
〜

美
保
関
〜
べ
た
踏
み
坂
を
上
る
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス
（
距
離
約
50
㎞ 

、
獲
得
標
高

7
4
9
m
）
を
皆
様
に
ギ
ア
の
使
い
方
や

こ
ぎ
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
励
ま
し
て

も
ら
っ
た
り
し
て
走
り
切
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
現
在
、
こ
ん
な
初
心
者
の
洋
子

と
走
っ
て
く
だ
さ
る
お
仲
間
募
集
中
で
す
。

　
6
月
6
日
〜
9
日
、
東
大
の
水
研
究
チ
ー

ム
が
今
津
田
中
家
に
滞
在
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。2
0
2
2
年
7
月
、2
0
2
3
年
5
月
、

10
月
に
引
き
続
き
、
4
回
目
の
滞
在
で
、
今

回
は
以
下
の
5
名
が
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
永
朋
祥
（
と
く
な
が
と
も
ち
か
）
教
授
（
東

京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
長
、
地

球
・
資
源
シ
ス
テ
ム
工
学
、
資
源
開
発
工
学 

）・

井
上
大
悟
（
い
の
う
え
だ
い
ご
）
さ
ん
（
淀
江
の

湧
水
に
つ
い
て
卒
論
を
書
き
、
今
年
4
月
か
ら
大

学
院
生
）・
特
任
研
究
員
の
蔡
其
珊
（
C
h
i 

S
a
n 

T
S
A
I
）
さ
ん
・
博
士
課
程
の
田
嶋

智
（
た
じ
ま
さ
と
し
）
さ
ん
・
大
阪
公
立
大
学
准

教
授
の
伊
藤
有
加
（
い
と
う
ゆ
か
）
さ
ん

　
今
回
は
、
水
路
網
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
調
査
（
山

根
正
敬
さ
ん
ガ
イ
ド
）、
本
宮
・
高
井
谷
・
稲

吉
で
水
の
利
用
や
水
管
理
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
（
森
田
豊
充
さ
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）

の
他
、
若
い
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
B
B
Q
や
井

上
さ
ん
の
卒
論
報
告
会
な
ど
を
実
施
。
宿
で
の

地
元
食
材
を
使
っ
た
食
事
の
他
、
人
気
店 

「
ラ
ー
メ
ン
悟
空
」
や
「
真
名
井
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
せ
せ
ら
ぎ
レ
ス
ト
ラ
ン
」、「
大
正
蔵
」
の

B
a
r
営
業
な
ど
に
お
連
れ
し
、
最
終
日
の
夜

は
「
う
み
ね
こ
」
の
ジ
ビ
エ
料
理
「
し
し
鍋
」 

を
宿
で
提
供
、
ど
れ
も
「
と
て
も
美
味
し
い
」

と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
井
上
さ
ん
の
卒
論
を
宿
に
贈
呈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
井
上
さ
ん
と

地
元
の
方
と
の
交
流
な
ど
も
よ
り
推
し
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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日　時：2024年8月3日（土） 13:30～16:30　会　場：米子淀江文化センター（さなめホール）
主　催：（公財）日本ヘルスケア協会・プラネタリーヘルスイニシアティブ
後　援：鳥取県・米子市・境港市・江府町・経済同友会鳥取西部地区　参加費：会場参加1000円

基調講演　「プラネタリーヘルスと世界における山陰の役割～日本的視座が世界最先端
となる自然共生社会」講師：桐村 里紗（公財日本ヘルスケア協会PHI代表・医師）
パネルディスカッション
「ネイチャーポジティブ視点にたった医食農連携と観光の可能性」

桐村 里紗 (PHI代表理事）鳥取県江府町と連携協定、拠点化に取り組む江府町民
田中 善（医療法人仁善会田中クリニック院長・鳥取大学医学部出身）　鳥取大学医学部ご出身で食事療法や腸内細菌を通した全人的治療を提供する医師
塚野 真樹（株式会社SC鳥取/ガイナーレ鳥取 代表取締役社長）地域に密着したサッカーを通して地域活性化を牽引
星 明彦（一般社団法人Expe）　観光庁・高付加価値インバウンド向け観光地づくりを推進され、山陰の価値を評価
横山 和成（立正大学 地球環境科学部環境システム学科 客員研究員/株式会社DGCテクノロジーシニアリサーチャー）
　　微生物の多様性から土壌・農地の豊かさを評価する第一人者

佐藤 洋一郎（京都府立大学客員教授/ふじのくに地球環境史ミュージアム 館長）地球環境と人の営みに関する碩学

第１部

第２部

パネリスト

ファシリテーター

東
大
水
研
究
チ
ー
ム
再
訪

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
始
め
ま
し
た
！
　
お
仲
間
募
集
中
！
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淀江の宿今津田中家
2024 年度会員募集

2,000円
3,000円

����������

●

●
●

（飲食・カフェスペースレンタル・宿泊・イベント参加）
毎月１回 各種10%割引券

● 瓦版2周年イベント (2025年3月開催予定)無料参加 !

お米1升 (約1.5kg)プレゼント(きぬむすめor もち米)
瓦版の送付

お申込み
フォーム

日替わり店長カフェ紹介

 14 時～ 17 時まで、自家製黒豆や米などを使ったスイー
ツ＆ドリンク、珈琲・ラテなどを提供します。

数量限定 数量限定すまいるびとsanin 淀江の宿今津田中家

すまいるびとsanin のランチ は「おむすびとみそ汁」。田中家
さんのはでかけ米にすまいるびとsanin 仕込みのお味噌など、
素材にこだわって、心を込めてお作りします。ぜひご賞味く
ださい。カフェメニューは、オリジナル野草茶&甘酒ボウル。
ドリンクメニューとして、ノンカフェインのオリジナル野草
茶の他に、梅酵素茶と生姜ゆず茶もご用意しています。いず
れのメニューにもドライ野草の足浴体験ついてます♡

¥1,000
¥1,300
¥1,000
¥500● ドリンクメニューはいずれも 

● おむすび＆お味噌汁セット

● ラテ（ＨＯＴ・ＩＣＥ）
● 黒豆スイーツ（豆花等）
● 各種ドリンク（紅茶・ハーブティー等）

￥550
￥220～
￥440 ～

「淀江の宿 今津田中家」の宿で提供している地元
食材を使った朝食・江戸時代の朝食作り体験・
BBQ は 4名～12名 で個別のご予約を承ります。
詳細はWEBサイト等でご確認ください。

会員特典

瓦版継続発行を応援してくださる会員の皆様を募集しています。
お得な会員特典も！ご協力よろしくお願いいたします。

継続会員：瓦版 13号～ 24号　新規会員：瓦版 1号～ 24号

・新米ご希望の方は 2024 年 11 月以降
・お米は基本当宿にてお渡し（郵送料別途）
・お米が不要の場合、淀江の宿 今津田中家の利用券1,000円分プレゼント

継続会員

新規会員

年
会
費

● 甘酒ボウル＆野草茶セット
ミニスイーツ付き

　
今
年
も
、
頼
れ
る
あ
り
が
た
い
ご
近
所
さ
ん
、
山
中
さ
ん
ご
夫
妻
の
全
面

協
力
の
下
、田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
5
月
2
日
に「
い
で
さ
ら
え（
近

く
の
妻
木
川
（
む
き
が
わ
）
の
水
路
の
清
掃
）」
を
実
施
。
水
路
の
ゴ
ミ
を

さ
ら
う
力
仕
事
で
す
。
山
中
さ
ん
に
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
名
古
屋
か
ら

「
よ
い
と
ま
か
せ
」
に
参
加
す
る
た
め
に
帰
っ
て
い
た
弟
家
族
や
近
所
の
若

者
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
中
さ
ん
が
草
刈
り
、
奥
様
が
山
中
家
の
機
械
を
使
っ
て
耕
運
、
田
ん
ぼ
に

水
を
入
れ
、
19
日
に
き
ぬ
む
す
め
・
も
ち
米
の
機
械
植
え
を
実
施
。
22
日
に

は
山
中
さ
ん
ご
指
導
の
下
、
近
所
の
若
者
が
、
も
ち
米
の
手
植
え
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
大
豆
植
え
は
、
雨
天
で
延
期
と
な
り
、
6
月
6
日
に
黒
豆
、

そ
れ
以
降
に
、
青
大
豆
、
白
大
豆
、
小
豆
を
植
え
ま
し
た
。

田
植
え
・
大
豆
植
え
を
し
ま
し
た
！

いでさらえ

機械植え

手植え

大豆植え

7/26(金) 11:30 - 14:30 7/6(土) 7/16(火)・ 14:00 - 17:00
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代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。

デ
ン
マ
ー
ク
人
ヤ
コ
ブ
と
の
出
逢
い
と
来
日

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第十五話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

住
宅
地
を
起
点
に
し
た
体
験
と
交
流

��� ���� ����� ��� ��������������¡�¢£¤¥¦�§¨��©���ª

「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
15
話]

� 
	 ����������������� � ­������� �

お店のポイントが貯まる！

ー 

第
十
六
話
に
続
く 

ー

©Google Earth

　
時
は
遡
り
、
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
だ
始
め
る
前
の
2
0
1
8
年
7

月 

洋
子
は
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー 

↓ 

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン 

↓ 

デ
ン
マ
ー
ク 

↓
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
欧
4
か
国
を
駆
け
足
で
旅
し

た
。
そ
の
当
時
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
欧
米
で
デ
ン
マ
ー
ク
の

「 
ヒ
ュ
ッ
ゲ
（
H
y
g
g
e
）」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
北

欧
の
暮
ら
し
や
時
間
の
使
い
方
に
改
め
て
興
味
を
持
っ
た
洋
子
は
、
デ
ン

マ
ー
ク
に
行
っ
て
「
ヒ
ュ
ッ
ゲ
（
H
y
g
g
e
）」
を
体
感
す
る
こ
と
を

第
一
目
的
に
7
日
間
の
行
程
を
組
ん
だ
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
そ
の
当
時
、
デ
ン
マ
ー

ク
人
と
結
婚
さ
れ
て
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学

で
研
究
職
に
就
い
て
お
ら
れ
た
海
野
歩
未
さ

ん
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
日

本
好
き
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
大
学
院

生
ヤ
コ
ブ
（J
a
c
o
b 

J
ø
r
g
e
n
s
e
n）

さ
ん
の
郊
外
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
と
て
も

貴
重
な
「
ヒ
ュ
ッ
ゲ
（
H
y
g
g
e
）
体
験
」

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
し
て
そ
の
1
年
後
の
2
0
1
9
年
6

月
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
お
世
話
に
な
っ
た
ヤ
コ

ブ
さ
ん
が
日
本
に
や
っ
て
来
た
。
彼
に
と
っ

て
は
2
度
目
の
来
日
で
、
数
日
間
、
京
都
や

大
阪
に
滞
在
し
て
京
阪
神
を
巡
っ
た
後
、
洋

子
と
大
阪
か
ら
車
で
淀
江
へ
向
か
い
、
洋
子

お
得
意
の
弾
丸
詰
込
み
ツ
ア
ー
に
連
れ
回
す

こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
は
天
気
の
良
い
う
ち
に
、
鳥
取
県
中

部
の
「
三
徳
山
三
佛
寺
」
へ
向
か
い
、
日
本

一
危
険
な
国
宝
と
称
さ
れ
て
い
る
「
投
入
堂
」

の
参
拝
登
山
に
二
人
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
そ
の

後
、淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
メ
イ
ン
で
関
わ
っ

て
く
れ
て
い
る
翔
太
郎
さ
ん
が
運
営
す
る「
喫

茶
ミ
ラ
ク
ル
（
鳥
取
市
浜
村
）」
や
鳥
取
砂
丘・

砂
の
美
術
館
な
ど
に
立
ち
寄
り
、
淀
江
の
実

家
へ
と
向
か
っ
た
。

　
日
本
好
き
の
ヤ
コ
ブ
さ
ん
は
、
日
本
の
歴

史
・
武
士
道
な
ど
に
興
味
が
あ
り
、
大
学
院

卒
業
後
は
高
校
の
社
会
の
先
生
に
な
り
た

い
・
・
・
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
車
中
で
は
、

日
本
や
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
や
現
代
の
働
き

方
や
暮
ら
し
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い

て
な
ど
、
話
が
弾
ん
だ
。 

 

　
2
日
目
は
、
近
隣
散
策
。
日
吉
神
社
〜
天
の
真
名
井
〜
む
き

ば
ん
だ
遺
跡 

（
銅
鐸
作
り
・
火
お
こ
し
）
〜
足
立
美
術
館
を
一

緒
に
回
っ
た
。
む
き
ば
ん
だ
遺
跡
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
に
「
外
国
人
の
若
い
男
の
子
と
二
人
で
い
ろ
ん
な
所
に
行
け

て
羨
ま
し
い
で
す
！
」
と
言
わ
れ
て
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
。

　
夕
方
か
ら
は
、
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い

る
、
も
り
さ
と
（
森
田 

悟
史
）
さ
ん
と
ゆ
っ
て
ぃ
（
河
津
優
平
）

さ
ん
が
他
の
仲
間
を
呼
ん
で
く
れ
て
、
二
人
が
釣
っ
た
魚
や
ヤ

コ
ブ
さ
ん
と
一
緒
に
収
穫
し
て
き
た
地
元
野
菜
を
使
っ
て
皆
で

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ
。
交
流
お
食
事
会
を
行
っ
た
。
お
に
ぎ

り
く
ん
（
小
橋
俊
哉
）
さ
ん
が
握
っ
て
く
れ
た
塩
む
す
び
を
ヤ

コ
ブ
さ
ん
は
と
て
も
気
に
入
り
、
そ
の
日
の
夜
は
笑
い
声
が
響

き
、
遅
く
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
。
地
元
の
若
手
と
交
流
し
て
も

ら
え
た
こ
と
を
と
て
も
有
意
義
に
感
じ
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は

こ
ん
な
交
流
を
や
っ
て
い
き
た
い
・
・
・
と
未
来
を
描
け
た
瞬

間
だ
っ
た
。

　
3
日
目
は
、
ヤ
コ
ブ
さ
ん
一
人
で
J
R
レ
イ
ル
パ
ス
を
使
っ

た 

淀
江
↓
出
雲
大
社
↓
松
江
城
↓
淀
江
の
旅
。
4
日
目
は
、
メ

イ
ち
ゃ
ん
農
場
に
寄
っ
て
か
ら
淀
江
を
車
で
出
発
し
、
途
中
、

植
田
正
治
写
真
美
術
館
↓
大
山 

（
麓
）
に
立
ち
寄
っ
て
、
大
阪

に
戻
っ
た
。
そ
の
夜
は
、
洋
子
の
事
務
所
で
、
ヤ
コ
ブ
さ
ん
を

囲
ん
で
デ
ン
マ
ー
ク
探
究
を
行
い
、
弾
丸
ツ
ア
ー
は
終
了
し
た
。

　
と
ん
か
つ
や
ラ
ー
メ
ン
が
大
好
き
で
、
刺
身
は
苦
手
、
温
泉

を
愛
し
、
日
本
の
歴
史
や
精
神
性
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い

る
ヤ
コ
ブ
く
ん
に
泊
ま
っ
て
も
ら
っ
て
の
田
中
家
を
起
点
と
し

た
体
験
と
交
流
は
、
洋
子
が
若
い
頃
、
ロ
ン
ド
ン
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
、
奥
さ
ん
や
娘
さ
ん
に
、
同
じ
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

て
い
た
南
イ
エ
メ
ン
の
ア
ブ
ド
ル
く
ん
も
一
緒
に
い
ろ
ん
な
所

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
奥
さ
ん
に
キ
ャ
リ
ー
を
借

り
て
船
に
乗
っ
て
大
陸
の
国
々
を
旅
し
て
と
て
も
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
せ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。
住
宅
地

の
中
に
あ
る
こ
の
建
物
を
起
点
に
し
て
、
今
度
は
自
分
が
そ
ん

な
手
助
け
を
し
た
い
・
・
・
そ
う
強
く
思
え
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

紙面デザイン　ameno-design

今津田中家にて食事交流会 コペンハーゲン郊外のヤコブ邸むきばんだ遺跡で銅鐸作り


